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Fig. 6 (a) (b) IPF maps, demonstrating the misorientation of grain boundary A/C, before 

and after deformation at 900ºC and 32 MPa up to 6.8% local shear strain; (c) SEI after 

deformation; (d) schematic illustration of GBS and accompanying mass flux during the 

deformation. 
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Fig. 1.3 Lee/Spingarn–Nix model [35, 37]: (a) initial state with diffusional paths, (b) intermediate 
state during diffusional creep, (c) critical position at 0.55 strain, (d) intermediate state during grain 
boundary migration, and (e) final state. 
 
 
結晶粒内の転位運動を伴う粒界すべり (Ball–Hutchisonモデル) 

 
BallとHutchison [34] は，けがき線を用いた表面観察と超塑性変形後のTEM観察により，

粒界すべりに伴って結晶粒内で転位運動が生じていることを突き止め，Fig. 1.4のモデルを
提案した。つまり，粒界すべりに伴い，すべった粒界の先端に誘起される応力集中を緩和

するために，結晶粒内を転位がすべり運動するというモデルである。粒内をすべった転位

は反対側の粒界にパイルアップし，それらの転位列がつくる背応力によって，やがて粒界

すべりは停止する。この時，パイルアップの先頭の転位が粒界に吸収されると，その転位

のバーガースベクトル分だけ粒界すべりが進行するため，粒界拡散による転位の吸収が超

塑性変形を��していると考えられる。従って，構成方程式は以下の形になる。 
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ここで，K’は定数，Qgbは粒界拡散の活性化エネルギーである。この後，Mukherjee [42] が
先行研究のレビューによって同様の変形機構および構成方程式に辿り着いている。 
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